
お詫びと訂正　　広報なんたん11月号の記事に次のとおり誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
13ページ…（誤）藤林裕子さん⇒（正）藤井裕子さん
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▲「被告人は有罪か？」自分の考えを出し合う参加者

▲「妻、母だから」との重責が妻を苦しめたと話す広岡さん

▲上昇気流を捕まえて高く、長く飛行

 男女が共に尊重し合える男女共同参
画社会の実現を目指すフォーラムが
南丹市国際交流会館で開催され、園
部女性の館が着物リフォーム・さをり
織りファッションショーでオープニン
グを華やかに飾りました。中央大学法
学部教授の広岡守穂氏による『妻が
僕を変えた日』と題した講演では、
「結婚して10年、妻の『自分育て』の
チャンスを奪ってはいけない、自分以外
の誰が妻を支えてやれるのかとやっと
気付けた」と参加者に語られました。

 日本パラグライダー協会公認のパラグ
ライダーチャレンジリーグ第１戦が、南
丹市・亀岡市上空で繰り広げられました
（バーズパラグライダスクール・八木町
観光協会主催）。携帯型ＧＰＳを用いて
定められたポイントを経由しながら、時
間や距離を競ってゴールを目指す競技
で、競技者には地形や気象条件の観察
力、判断力が問われます。結果、全地点
を通過した選手はありませんでしたが、
山すそを優雅に舞う色とりどりのパラ
グライダーに、立ち止まって空を見上げ
る人々の姿がありました。

 裁判員制度を理解し、評議を模擬体験す
る機会として、京都弁護士会による「裁判
員制度を知ろう」が２月28日に南丹市国
際交流会館で開催されました。参加者およ
そ20人が、ビデオで事件の概要を見た後、
被告人が有罪か無罪か、有罪だとしたらど
んな刑にするべきかを評議しました。参加
した園部町の男性は「評議の場を体験した
ことは良い経験になった。自分がもし裁判
員に選ばれたら、責任は重いが参加しよう
と思う」と感想を述べられました。
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　『「用の美の空間2009」～京都南丹地
域にとけこむ工芸品～』と題した工芸作品
展が美山かやぶき美術館で開催されまし
た。南丹地域ゆかりの職人による陶芸や木
工などの作品や京都伝統工芸大学校の学
生による仏彫、漆芸などの作品が、築150
年に及ぶ北山型入母屋づくりのかやぶき
民家の館内に並べられました。屋根裏にも
展示し、明かりや空間を使って趣を演出。
若手職人による技の実演（土、日曜日の
み）、工芸品の販売もあり、大阪などの遠方
からはるばる来られた方の姿もありました。
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　日吉国際交流協会臨時総会記念
事業として同協会主催の「楽しい文
化サロン」がとーくほーる（日吉殿田
活力倍増センター）で開催されまし
た。（財）京都府国際センター登録ボ
ランティアの方４人が海外生活の体
験談や思い出、苦労話をそれぞれ紹
介。次に兵庫県篠山市の「モンゴル
の里」で生活するス・ボイントクス君
が、ため息の出るような見事な馬頭
琴の演奏をし、妹のス・ホロンタイち
ゃんがかわいらしい歌声を披露。そ
して、南丹市在住の徐希寧さんが、韓
国重要無形文化財指定の伝統的な
韓国舞踊を優雅に演舞し、およそ50
人が異文化芸術に触れるひとときを
過ごしました。
　日吉国際交流協会は同日開催され
た臨時総会において、３月28日に設
立する南丹市国際交流協会への移行
を決定し、市全域への拡大に向けた
発展的な解散となりました。
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まちの話題を紹介します

▲時の流れを忘れるような屋根裏の展示空間

　「ブランド京野菜」認証事業発足
20周年を記念し、南丹地域の京野菜
生産者約３００人が南丹市国際交流会
館に集いました（南丹地域特産物育成
協議会主催）。京都青果合同株式会社
の松本雄治氏は「メディアを利用した
宣伝と消費者ニーズを的確に捉えた販
路の開拓が必要」と講演。
　２市１町の生産者３組による発表で
は、20年前にみず菜農家に転身され
た八木町の綿井幸二さんが、苦労の体
験や息子が新たな農業の担い手となっ
た喜びを述べられました。

▲みず菜栽培20年の苦楽を語る綿井さん
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　山岳救助隊の訓練施設として園部消防署日吉出張所
に設置された人工壁を使ってロッククライミング体験が
行われました。参加した24人の親子らは指導を受けた
後、赤、青、黄、緑のホールドが取り付けられた15ｍの垂
直の壁に次々と挑戦。思うように登れない悔しさと恐怖
心から泣き出す子や、「次は赤色だけで登る！」と何度も
挑む子もいました。原野信孝園部消防署長は「将来消
防士を目指してくれる子どもが増えることを期待します」
と話されていました。
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▲静と動が織り成す優雅な韓国舞踊を披露する徐さん
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